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領
域

N0 項　目 評価 自己評価の説明
学校関係者評価

学校運営協議会委員より

1 児童は、自分から目を見て挨拶している。(保1） C

2 児童は、丁寧な言葉づかいをしている。（保2） B

3 児童は、集団のために活動している。（教1-2） B

4
児童は、分からないことは質問しながら聞いてい
る。（教2-3） B

5 児童は、文字を丁寧に書いている。（教2-2） B

6 児童は、進んで家庭学習に取り組んでいる。（保6） C

7
児童は、あきらめずに最後まで取り組んでいる。
（保7） B

8 児童は、進んで運動に取り組んでいる。（保8） B

9 児童は、学校生活を楽しんでいる。（保9） A

10
児童は、いざという時の行動の仕方が分かってい
る。（保10） B

11
職員は、意図的・計画的に学年・学級経営を進める
ことができた。（教36） A

12
職員は、学校課題研究「ICTの活用」の校内研修に主
体的に取り組むことができた。（教39） A

13
職員は、報告・連絡・相談を密にし、意欲的に職務
遂行に取り組んだ。（教43） A

14
学校は、計算や漢字などの基礎基本を身に付けさせ
ている。（保11） A

15 学校は、自ら考える力を付けさせている。（保12） B

16
学校は、心の教育に努めいじめ防止の取組をしてい
る。（保13） A

17
学校は、規律ある態度を身に付けさせている。（保
14） A

18
先生は、困ったときに相談に乗ってくれている。
（保15） A

体
力

19 学校は、体力向上に取り組んでいる。（保16） A
・体力向上に努める。 ・体力向上に熱心に取り組ま

れている。

環
境

20 学校は、美しい環境を保持している。（保17） A
・今後も除草、整理整頓に努
めていく。

・保護者や地域にもっと頼って良い。・事務
方が主体的に解決し、その監査を管理職が行
うように仕組むのが良い

21
学校は、保護者や地域との連携を推進している。
（保18） A

22

学校は、保護者や地域に対して学校運営への参画意
識が高まるよう努めている。（各種お便り・メー
ル・ホームページ等による情報発信、学校公開等）
（保19）

A

23

保護者や地域は、学校の教育活動に積極的に参加し
ていることが感じられる。（学校公開・懇談会、行
事等への参加、各学年の学習活動、学校評価や各種
アンケートへの回答等）（保20）

A

会
計

24
学校は、学年・行事等の会計の処理管理を適切にな
されている。（保21） A

・事故の無いよう、確認に努
める。

・適切な処理に努めている。

規
律
心

・（保）によると、よくでき
ている領域である。
・先生は困ったときに相談に
乗ってくれているの評価が高
く、教職員の努力によるもの
と考える。

・先生方に人権感覚が備わっ
ていることがうかがえる。
・大変よくコントロールされ
ている。

連
携
・
参
画

・（保）によると、よくでき
ている領域である。
・コロナ禍明けに行事や公開
を順調に復帰できてきたと考
える。学校運営協議会と共に
連携・参画を深めていく。

・学校は地域連携を積極的に
進めようとする姿勢があり、
実践していることがうかがえ
る。
・自治会回覧板へ学校便りの
回覧を復活できないか。
・一般社会を長く経験されて
いる方の参画が足りない様に
思います。

学
校
運
営

・（教）によると、よくでき
ている領域である。
・子ども主体の活躍の場を計
画的に設定していく。

・先生方の真面目さ、一生懸
命さ、丁寧さがうかがえる。

学
力

・（保）によると、概ねでき
ている領域である。
・基礎基本の定着に努める。

・先生方は基礎学力が身につ
くよう努力し、実践されてい
る。・問題ない。

令和６年度　狭山市立入間野小学校学校関係者評価表

　学校が行った自己評価の結果、及びそれを踏まえた今後の改善策について評価ください。

　評価は後期保護者アンケート（保）を中心に示します。アンケートが対応しない項目は、後期教職員評価（教）に
よります。

　評価は、よくできているＡ(A+B≧90%)、概ねできているＢ(90＞A+B≧70%)、あまりできていないＣ(70＞A+B≧
60%)、できていないＤ(A+B＜60%)

学
校
教
育
目
標

・保護者、教職員共にあまり
できていない領域である。
・挨拶、家庭学習は本校の課
題である。
・（保）によると丁寧な言葉
づかい、丁寧に書いているの
評価が低い。一方で、学校生
活を楽しんでいるの評価が高
い。
・（教）によると挨拶、丁寧
な字の評価が低い。家庭学習
は前2.5→後3.1と上昇し、教
職員が粘り強く見届けてくれ
た結果と考える。

・先生方は子供たち一人一人
に対して真摯に寄り添ってい
る。あいさつと家庭学習につ
いては、保護者と教職員が両
輪となって進めることが望ま
しいことであり、保護者はこ
の評価を自らの課題として捉
え、家庭教育の向上に努める
ことが望ましい。
・概ねコントロールされ、良
い状況にある。
・子ども達が行う挨拶運動を
地域や保護者まで巻き込んで
みてはいかがでしょう？


